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５．ＫＯＢＥ防災ハンドブック（仮称）の作成

【主担当：神戸市教育委員会】
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１．防災教育で大切にしていること

「震災体験と教訓の継承」「防災の知識と技能の習得」「思いの共有化」
２．防災教育の取組　→　学び合うことで、風化を防ぎ、新たな防災課題に挑む
（若い教員も含め、震災体験と教訓について今が≪新たに学ぶ・ともに学ぶ≫チャンス！）
（１）神戸市としての主な取組

①「神戸市防災教育担当者研修会」
（全市立小・中・高等学校、特別支援学校を対象）
②「防災マニュアル」と「防災カリキュラム」…全校集約と情報交換

・年間学習計画の立案　・防災をテーマにした重点単元の設定　※新学習指導要領でも防災重視
③防災教育副読本及びＤＶＤ「しあわせはこぼう（幸せ運ぼう）」…計画的･効果的活用

　・２０年度に高等学校と特別支援学校にはＤＶＤ「幸せ運ぼう」全国版も追加配付
④増水事故の教訓を踏まえた「防災教育緊急教材」…市立全小中学校に配付と実施、評価
　・２１年度５月末を目処に「改訂版」を各学校で活用できるように準備
⑥文部科学省『防災教育支援モデル地域事業』…県教委等と「防災教育開発機構」結成
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⑦防災教育支援プロジェクト…神戸市消防局と各区消防署、防災安全公社、ＮＰＯの協力
・市内１２小学校をモデル校に新たな防災学習や訓練を実践
・評価と改善により，来年度から全市展開できるように準備中
（２）各学校での独自の取組・多様な連携に基づく取組
①工夫された校内研修
例「震災を語る会（教職員間での体験談の交流含む）」「防災関係ＤＶＤ鑑賞と討論会」
「ＥＡＲＴＨ員や防災関係専門家を招いて」
「津波・高潮・風水害」「緊急地震速報の対応」
「我が校の防災福祉コミュニティ」

②１．１７震災祈念の取組
例「防災学習（参観含む）」「防災訓練」「追悼集会」など

③国内や外国の被災地との交流　
④赤十字やすまいるネットなどの防災プログラム参加
　⑤新たな防災課題に対応した訓練…台風や低気圧による高潮被害、津波、風水害、土砂災害
⑥近隣校園との合同訓練　⑦市民救命士の資格をとる学習　
⑧災害に関する感動体験講話　⑨学校独自の副読本や記念ＤＶＤの作成と活用　
⑩歌「しあわせ運べるように」の手話実演



１．防災体制　①地震や津波などの災害を想定　②登下校・放課後・休日等の対応

③避難所になった時に「開放する部屋の順序」や「開放しない部屋」の検討

２．防災研修　　　　　　　　①震災を語り合う校内研修（短時間やグループ別も可／さまざまな立場から）
②学校独自の震災資料・資料室の整理　③保護者や地域住民の人材バンク

④各教科等と自然災害　⑤防災の専門家などを招いての意見交換会
⑥我が校の防災福祉コミュニティの実情報告・地域団体や近隣施設との連携

３．防災学習　　　　　　　　　①どの教材を、どの学年でするかの学校としての計画［自校プランの改善］
　　　　　　　　　　◎副読本　◎自主教材　◎緊急教材
②防災週間を設定して「しあわせはこぼう」などの授業実践や参観
　　　　　　③ＤＶＤ鑑賞や教職員自身が体験・教訓を語る会　
④教訓を文章化するなど，時間をかけて考える学習

⑤地域教材と実践記録、掲示用パネルなどの保管　（学校としての財産化）　
⑥集会や行事と結びつく歌を取り入れた学習






４．防災訓練　　　　　　　　　①訓練の意義を再確認　
②子どもが誤解しやすい内容についての講話
　　　　　　　　例：「天井に届くような炎の場合は、消火器では無理。すぐに逃げる。」
「地震で外に飛び出すと剥離・落下物で大けがする。」

「動けないような揺れの時は落ち着くまで外に出ない」
「山側に住んでいる人も海辺にいくこともあるから津波や高潮の怖さを知る」

（深い海の津波の速さは新幹線以上）
「机の下に隠れる時は対角線で脚をもつ」
「煙回避はハンカチの有無が生死の分かれ道」

　　　　　　　③要援護者の搬送を実際にどうするのかの検討～訓練を通してのマニュアル検証～
　　　　　④予告なしや臨機応変な避難コース選択、逃げ遅れ想定等の訓練　

⑤保護者や防コミ、消防等との連携　⑥災害体験者の話や映像を含むプログラム



１．正式名　　　　　　　　　　　　
２．構成













































１．事実をきちんととらえること


思考のずれ→問題意識→疑問としての表出→焦点化された学習問題


→じっくりと考える時間・話し合うことで考えを深める風土→





２．「いのち」の重さ・「人として」の考え方や生き方





３．子どもを主役にする≪指導者としての主体性≫


　　　　明確な目標・発問や指示・工夫された板書・柔軟な対応


　　　　語る言葉に力があるかどうか・表情や佇まいにも何かが表れる





４．「かきくけこ」から「たちつてと」へ


　　　悲しい･厳しい･苦しい･険しい･怖いだけでは…


　　　たくましく・ちから・つよく･てを取り合って・ともに





心に響く授業を！





1.豊富な防災教育教材　2.多様な連携　保護者や関係機関、近隣校　3.特色と工夫のある実践


4.みんなが歌える歌　「しあわせ　運べるように」　5.全市と各校独自の研修　防災マニュアルと防災カリキュラム


6.防災福祉コミュニティ　神戸市らしい自主防災組織・完成191





はじめに


１．阪神・淡路大震災と教育復興　


（１）破壊された町・奪われた命　　（２）寸断された町・生き延びた命


　（３）動き出した町・立ち上がる命


２．教育復興と新たな防災教育の出発　


（１）学校再開と教育復興基本方針　（２）心のケアと教育復興担当教員


（３）副読本「しあわせはこぼう（幸せ運ぼう）」（４）震災後の新たな防災教育の歩み　


３．新たな防災教育の実践と課題　


（１）改善された防災マニュアルと防災カリキュラム　


（２）神戸市防災教育担当者研修会と校内防災研修　


　（３）副読本や自主教材を活用した防災学習　


　（４）工夫を重ねる防災訓練と震災祈念集会　


　　　［神戸市防災教育支援プロジェクト・消防局との連携を含む］


　（５）風水害や津波・高潮などの防災課題への取組　


　（６）関係機関と連携した取組と学校独自の交流活動　


　　　［県教委・学院大学・舞子高校・人防などとの連携含む］


　（７）校種別の成果と課題・新たな目標設定


４．課題を克服するための提案と挑戦


（１）関係機関や民間企業に学ぶ防災研修　（２）地域防災力の向上を目指した連携　


（３）自校プランの改善と授業力の向上


おわりに
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真の共通理解





防災研修や学習、訓練の内容が一歩進んだ学校の取組


「躊躇」することからの脱却　


●教職員自身が少しでも本音を語る　　　　　●他校の実践を参考にする


→若いからとか、悲惨な震災体験がないから語れないと思わず、自分が感じたり、学んだりした震災や


その他の「命にかかわる話」を堂々とする。真剣に子どもに何かを伝えよう、


→いっしょに「教訓とは何だったのか」を考えようということで授業がうまくいった。





●子どもに合う教材をいっしょに捜す　　　　●発問･指示･板書などを検討する


●肩肘張らずに授業を見てもらう　　　　　　●先行授業した方が情報を流す





防災マニュアルを改訂した学校の検討事項や主な追加内容


子どもの動静に着目　●授業中　●登下校中　●放課後・休日●夜間・深夜早朝


教員等の動静に着目　■勤務中（校内・校外学習等）■通勤途上　■平日時間外　■休日等勤務時間外





マンネリ化の打破





学校力と教師力をとマンネリ化の打破





人材・教材の掘り起こし





2．さまざまな取組・「これから力を入れること」は何か？





三つの「も」


モデル


目標


モチベーション
















































































実践紹介の予定


○幼稚園　


○小学校


○中学校


○高等学校


○特別支援学校


○他の団体


　・公民館


・児童館など





神戸市の特色のまとめ









































○兵庫県防災企画局





防災教育開発機構





子どものため、神戸や全国のために！





地域





防災福祉コミュニティ





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





神戸市の各学校





家庭





○神戸市消防局





◎兵庫県教育委員会





◎県立舞子高校





◎神戸学院大学





◎人と防災未来センター





ＮＰＯ法人プラスアーツ





各区各役所





○神戸市危機管理室





神戸市防災安全公社





マスメディア（教材開発・防災関連企画等）





他の防災関連機関　・耐震化促進室・すまいるネット


日本赤十字社・建設局河川課・砂防事務所・ＪＩＣＡ兵庫　他





文部科学省





○神戸海洋気象台





◎神戸市教育委員会





１．神戸の防災教育の「特色」とは何か？





例





３．ＫＯＢＥ防災教育ハンドブック（仮称）を「どのような形」で発信するのか？





小学校１年・防災


「川」の授業・板書記録





ビジュアル版ＤＶＤ


「しあわせはこぼう」





未来につなぐ防災教育


～　ＫＯＢＥ　きずな・愛・いのち　～
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